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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 84,531 － 3,587 － 4,395 － 2,957 －

2021年９月期第３四半期 83,034 △3.6 2,394 △4.3 3,161 11.6 2,079 18.5

（注）包括利益 2022年９月期第３四半期 4,403百万円（－％） 2021年９月期第３四半期 5,297百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第３四半期 50.24 －

2021年９月期第３四半期 35.37 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年９月期第３四半期 177,355 85,261 47.3 1,425.50

2021年９月期 178,203 82,568 45.7 1,383.60

（参考）自己資本 2022年９月期第３四半期 83,962百万円 2021年９月期 81,401百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 11.50 － 11.50 23.00

2022年９月期 － 11.50 －

2022年９月期（予想） 11.50 23.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 109,800 － 4,700 － 5,400 － 3,600 － 61.16

１．2022年９月期第３四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年６月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９

　　　月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりませ

　　　ん。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９

　　　月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
2022年９月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用している為、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適

用した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期３Ｑ 59,266,684 株 2021年９月期 59,266,684 株

② 期末自己株式数 2022年９月期３Ｑ 366,436 株 2021年９月期 433,525 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期３Ｑ 58,873,398 株 2021年９月期３Ｑ 58,808,142 株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規 － 社  （社名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　、除外 － 社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

②  ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご

覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

当第３四半期末において、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式222,500株を自己株式に含めています。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、当社グループを取り巻く経済状況、事業環境、他社と

の競合、自然災害、金利等様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2021年10月１日～2022年６月30日）における我が国の経済は、新型コロナウイルス

感染者数が減少し、経済活動正常化への動きが見られたものの、先行きについては、足元での新型コロナウイルス

感染再拡大、また中国における経済活動抑制の影響やウクライナ情勢の長期化などが懸念される中での原材料コス

トやエネルギー価格の上昇、為替や金融資本市場の変動など、景気の下振れリスクに注視を要する状況にありま

す。

　当社が関わる食品業界においては、小麦粉、油脂など原料の価格高騰に円安の影響も加わり、厳しい経営環境と

なっております。

　このような状況のなか、当社グループは2030年に向けた長期的方針「ヨコレイ事業ビジョン2030」および「サス

テナビリティビジョン2030」実現に向け、2023年を最終年度とする中期経営計画（第Ⅰ期）「創る力」に基づき、

冷蔵倉庫事業は「事業モデルの創造」、食品販売事業は「新たな食の価値の創出」を方針とし、最終年度（2023年

９月期）に「連結売上高1,200億円」「連結営業利益50億円」「EBITDA110億円」「自己資本比率40％台半ばを維

持」の定量目標を達成すべく、各重点戦略に取り組んでおります。

　その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高84,531百万円（前期比1.8％

増）、営業利益3,587百万円（前期比49.8％増）、経常利益4,395百万円（前期比39.0％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益2,957百万円（前期比42.2％増）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。このため前年同期比較は基準の異なる算定方法に基づいた数値を用いております。詳

細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の

変更）」をご参照ください。

（冷蔵倉庫事業）

　当第３四半期連結累計期間は増収増益となりました。

　冷蔵倉庫事業は、新型コロナウイルスの影響が続いておりますが、荷動きは回復傾向にあり、入庫量、出庫量、

在庫数量ともに前期を上回りました。

　足元では新型コロナウイルス感染者が増加傾向となっておりますが、海上コンテナ不足に起因する貨物の入庫遅

れが解消され、港湾地区の荷動きが活発となり大きく利益に貢献しました。

　また、取引先の利便性の向上と環境配慮型経営を支援する施策「複合型マルチ物流サービス」をはじめとする営

業努力が功を奏し、引続き、冷凍食品の取扱量が増加し当セグメントをけん引しました。

　タイの連結子会社THAI YOKOREI CO.,LTD.においても、コロナ禍は続いているものの、入庫量、出庫量ともに前

期を上回り、取扱品目として主力のチキンや乳製品が増加し、増収増益となりました。

　以上の結果、冷蔵倉庫事業の業績は、売上高22,254百万円（前期比5.7％増）、営業利益5,101百万円（前期比

8.8％増）となりました。

　なお、当期は収益認識基準の適用により、売上高39百万円、営業利益39百万円が減少しました。

（食品販売事業）

　当第３四半期連結累計期間は増収増益となりました。

　水産品は、中期経営計画の重点施策である産地と消費地事業所間連携の強化をはかり、ノルウェーサーモン等、

事業品の販売拡大を推進し、また、ホタテを中心に海外における販路拡大を進めました。その結果、鮭鱒、海老、

タコ、イワシ、鰻、魚卵等、多くの品目が国内、輸出ともに大きく販売を伸ばし利益に貢献しました。一方、ウク

ライナ情勢によりカニの相場が下落し、収益を押し下げましたが、水産品全体では増収増益となりました。

　畜産品は、チキンが外食向け、中食向け、量販店、ペットフード用等へ販売を伸ばしましたが、ポークはコロナ

禍によるまん延防止等重点措置の影響により外食向けの取扱いが減少し、減収増益となりました。

　農産品は、玉ねぎを筆頭に販売を伸ばし、利益に大きく貢献し増収増益となりました。

　以上の結果、食品販売事業の業績は、売上高62,237百万円（前期比0.5％増）、営業利益1,097百万円（前期は24

百万円の損失計上）となりました。

　なお、当期は収益認識基準の適用により、売上高1,483百万円、売上原価1,361百万円が減少しました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ847百万円減少し、177,355百万円となりまし

た。これは主に商品が4,294百万円、受取手形及び売掛金が1,620百万円、貸付金が1,561百万円増加したこと、そ

の他（未収入金）が7,879百万円減少したこと等によるものです。

　負債総額は、前連結会計年度末と比べ3,540百万円減少し、92,094百万円となりました。これは主にその他（設

備関係支払手形）が2,715百万円、借入金が899百万円減少したこと等によるものです。

　また、純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ2,692百万円増加し、85,261百万円となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、前連結会計年度末に比べ123百

万円増加の3,283百万円となりました。当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主な内容

は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、2,679百万円の資金の増加（前年同四半期は7,398百万円の資金の増加）

となり、その主な内容は税金等調整前四半期純利益4,395百万円、減価償却費4,760百万円による資金の増加と、棚

卸資産の増加額4,282百万円、法人税等の支払額1,674百万円等の資金の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、93百万円の資金の減少（前年同四半期は10,806百万円の資金の減少）と

なり、その主な内容は連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入7,784百万円、貸付金の回収による収

入3,574百万円による資金の増加と、有形固定資産の取得による支出7,403百万円、貸付けによる支出4,480百万円

等の資金の減少によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、2,474百万円の資金の減少（前年同四半期は2,547百万円の資金の増加）

となり、その主な内容は金融機関からの借入の純減額1,034百万円、配当金の支払額1,361百万円等の資金の減少に

よるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年９月期の連結業績予想につきましては、2022年５月12日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公

表した数値から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,170 3,293

受取手形及び売掛金 11,827 13,447

商品 11,743 16,038

前渡金 322 333

短期貸付金（純額） 5,303 6,228

その他 9,090 936

貸倒引当金 △81 △83

流動資産合計 41,376 40,195

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 53,339 52,017

機械装置及び運搬具（純額） 8,833 8,445

土地 29,597 30,207

リース資産（純額） 238 276

建設仮勘定 579 1,148

その他（純額） 876 846

有形固定資産合計 93,464 92,940

無形固定資産

のれん 102 79

その他 2,185 2,250

無形固定資産合計 2,287 2,329

投資その他の資産

投資有価証券 37,014 37,331

長期貸付金 3,816 4,452

その他 832 948

貸倒引当金 △588 △843

投資その他の資産合計 41,074 41,889

固定資産合計 136,826 137,159

資産合計 178,203 177,355

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,709 4,920

短期借入金 14,013 13,013

１年内返済予定の長期借入金 6,007 4,400

リース債務 77 86

未払法人税等 1,071 435

賞与引当金 788 201

役員賞与引当金 24 20

その他 7,600 4,923

流動負債合計 34,293 28,001

固定負債

社債 30,000 30,000

長期借入金 29,309 31,016

リース債務 175 208

繰延税金負債 195 828

役員報酬ＢＩＰ信託引当金 143 143

退職給付に係る負債 720 849

資産除去債務 91 91

その他 705 953

固定負債合計 61,341 64,093

負債合計 95,634 92,094

純資産の部

株主資本

資本金 14,303 14,303

資本剰余金 14,394 14,399

利益剰余金 49,188 50,380

自己株式 △336 △286

株主資本合計 77,550 78,798

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,630 4,576

繰延ヘッジ損益 △65 140

為替換算調整勘定 199 436

退職給付に係る調整累計額 86 10

その他の包括利益累計額合計 3,850 5,164

非支配株主持分 1,167 1,298

純資産合計 82,568 85,261

負債純資産合計 178,203 177,355
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 83,034 84,531

売上原価 72,276 74,787

売上総利益 10,758 9,744

販売費及び一般管理費 8,363 6,157

営業利益 2,394 3,587

営業外収益

受取利息 445 392

受取配当金 232 382

保険配当金 31 34

為替差益 309 684

その他 400 403

営業外収益合計 1,419 1,897

営業外費用

支払利息 468 272

支払手数料 2 1

貸倒引当金繰入額 － 256

デリバティブ評価損 77 312

その他 105 246

営業外費用合計 653 1,088

経常利益 3,161 4,395

特別利益

関係会社株式売却益 243 －

特別利益合計 243 －

特別損失

事業所撤去損失 227 －

特別損失合計 227 －

税金等調整前四半期純利益 3,178 4,395

法人税、住民税及び事業税 1,058 1,052

法人税等調整額 △2 332

法人税等合計 1,056 1,384

四半期純利益 2,121 3,011

非支配株主に帰属する四半期純利益 41 53

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,079 2,957

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 2,121 3,011

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 84 946

繰延ヘッジ損益 53 205

為替換算調整勘定 2,930 316

退職給付に係る調整額 106 △75

その他の包括利益合計 3,175 1,392

四半期包括利益 5,297 4,403

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,233 4,271

非支配株主に係る四半期包括利益 63 132

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,178 4,395

減価償却費 4,949 4,760

のれん償却額 408 29

賞与引当金の増減額（△は減少） △539 △587

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21 256

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 31 48

事業所撤去損失 227 －

受取利息及び受取配当金 △678 △775

支払利息 468 272

デリバティブ評価損益（△は益） 77 312

関係会社株式売却損益（△は益） △243 －

売上債権の増減額（△は増加） △928 △1,599

棚卸資産の増減額（△は増加） 421 △4,282

前渡金の増減額（△は増加） 8 △52

仕入債務の増減額（△は減少） 496 210

未払費用の増減額（△は減少） 257 199

その他 △178 612

小計 7,933 3,798

利息及び配当金の受取額 708 788

利息の支払額 △362 △232

法人税等の支払額 △880 △1,674

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,398 2,679

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,141 △7,403

有形固定資産の売却による収入 16 2

無形固定資産の取得による支出 △94 △312

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 5 －

投資有価証券の償還による収入 － 961

関係会社株式の取得による支出 △729 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入
998 7,784

貸付けによる支出 △3,257 △4,480

貸付金の回収による収入 3,501 3,574

その他 △100 △217

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,806 △93

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 8,282 △1,105

長期借入れによる収入 522 5,000

長期借入金の返済による支出 △4,663 △4,928

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,358 △1,361

その他 △235 △77

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,547 △2,474

現金及び現金同等物に係る換算差額 185 11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △674 123

現金及び現金同等物の期首残高 4,121 3,160

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,447 3,283

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

- 8 -

横浜冷凍㈱（2874）　2022年９月期第３四半期決算短信 



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

　　　等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　　　　これにより、食品販売事業において、従来販売費及び一般管理費に計上しておりました販売促進費等の一部は売

　　　上高から控除し、代理人取引に該当する取引については純額で収益を認識する方法に変更しております。また、冷

　　　蔵倉庫事業において、入庫時に一括で売上計上していた荷役料のうち、出庫に係る部分についてその履行義務を充

　　　足した時点で収益認識する方法へ変更しております。

　　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

　　　り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

　　　結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　　　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,523百万円、売上原価は1,361百万円、販売費及び一般管理費

　　は122百万円、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は39百万円それぞれ減少しております。また、

　　流動負債その他は628百万円増加し、利益剰余金の当期首残高は406百万円減少しております。

　　　なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

　　により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年

　　３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じ

　　る収益を分解した情報を記載しておりません。

　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

　　　う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

　　　準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

　　　が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与え

　　　る影響は軽微であります。
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(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書

計上額
(注２)

冷蔵倉庫事業食品販売事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 21,057 61,933 43 83,034 － 83,034

セグメント間の内部売上高又
は振替高 1,201 － 40 1,241 △1,241 －

計 22,258 61,933 84 84,276 △1,241 83,034

セグメント利益又は損失（△） 4,688 △24 50 4,715 △2,320 2,394

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書

計上額
(注２)

冷蔵倉庫事業食品販売事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 22,254 62,237 39 84,531 － 84,531

セグメント間の内部売上高又
は振替高 1,428 － 34 1,463 △1,463 －

計 23,683 62,237 73 85,995 △1,463 84,531

セグメント利益又は損失（△） 5,101 1,097 38 6,237 △2,650 3,587

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)　１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,320百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)　１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,650百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変

更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の冷蔵倉庫事業の売上高が39百万

円減少、セグメント利益が39百万円減少し、食品販売事業の売上高が1,483百万円減少しております。
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